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建設候補地の選定について 

 

 建設候補地の選定にあたって下記の観点から検討した結果、現在の病院周辺の２箇

所（市民病院北側駐車場とその周辺及びそうさぬくもりの郷の隣接地）が建設候補地

として適当であるとの結論に至りました。 

 

１ 建設候補地 

候補地Ａ 市民病院北側駐車場とその周辺 

候補地Ｂ そうさぬくもりの郷の隣接地 

 

２ 比較観点 

（１）安全性（自然災害への対応） 

（２）ぬくもりの郷との連携（併設する介護老人保健施設との連携） 

（３）経済性（用地取得等のコスト） 

（４）利便性（アクセスのしやすさ） 

（５）周辺環境（地域住民や医療機関等への影響） 

 

３ 比較観点の詳細 

（１）安全性（自然災害への対応） 

   東日本大震災以降、津波などの自然災害に対する対応・対策の重要性が高まっ

ている中、大規模災害時に負傷者の受け入れ拠点となるべき市民病院については、

災害に対する対策を万全にする必要がある。 

  （津波災害への対応） 

千葉県の被害想定によると、市の沿岸部については元禄地震想定で５ｍ程度の

津波が想定されており、津波発生時に大きな被害が想定される沿岸部は建設候補

地とすることは難しい。 

  （集中豪雨への対応） 

   近年、気候変動の影響により大型化した台風や局地的大雨による豪雨災害が全

国各地で頻発している。本市の市街地には大規模な河川がないことから、河川の

氾濫による水害は想定されていないが、水田は大雨のときに一時的に雨水を溜め、

浸水被害を防止する役割をしていることから、水田を埋め立てる場合は周辺への

影響に十分な配慮が必要である。 

   現病院周辺は高台の畑地であり、開発により周辺に与える影響はほぼないもの

と考えられる。 
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（２）ぬくもりの郷との連携 

・市民病院は、附帯事業として介護老人保健施設そうさぬくもりの郷を運営する

ことにより、医療から介護まで切れ目のないサービスを提供している。 

  ・ぬくもりの郷との距離が近いことは、入所者の容体急変時の病院への移動や病

院医師の対応が容易になるなどそれぞれの業務の連携上のメリットが大きい。 

・また、施設が隣接する場合には、併設扱いとなり、ぬくもりの郷の施設長の兼

務をすることも可能となる。 

 

（３）経済性（用地取得費等のコスト） 

・すべての用地を新たに取得する場合は、駐車場なども含めると２２，０００㎡

程度の広大かつまとまった用地を確保する必要がある。 

・一方、現病院の駐車場用地や施設解体後の用地を駐車場として利用できる場合

は、取得面積が少なくて済む。 

 

（４）利便性（アクセスのしやすさ） 

  ・現在地は、歩道付きの市道が整備されており、市街地や国道２９６号線からの

アクセスも良い。駐車場も十分あり、車での通院には十分な環境である。 

  ・市内循環バスも必ず病院を経由するよう運行されているので、交通弱者のアク

セス手段も確保されている。 

  ・また、八日市場駅からも送迎バスを運行しているため、鉄道利用者の利便性も

確保されている。 

 

（５）周辺環境（地域住民や医療機関等への影響等） 

・現在地に市民病院が開設されてから６０年近くが経過しようとしているため、

地域住民とはおおむね良好な関係が築かれており、救急車による患者の搬送に対

しても苦情は寄せられていない。 

  ・新たな場所に移転する場合には、周辺住民の理解や、場合によってはその周辺

の医療機関等の理解を得て用地買収を進める必要があり、事業の進捗の上で不安

要素とも成り得るものである。 


